
清
水

節
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
日
本
占
領
と
宗
教
制
度
改
革
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
「
日
本
占
領
と
宗
教
制
度
改
革
」
は
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
と
日
本
政
府
及
び
宗
教

界
の
折
衝
の
中
で
展
開
さ
れ
る
、
占
領
期
の
宗
教
政
策
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
制
度
改

革
の
意
義
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
は
三
部
九
章
と
序
章
・
結
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策

を
支
え
た
組
織
と
人
物
」
は
、
日
本
側
・
占
領
軍
側
の
全
体
的
組
織
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
双

方
の
中
心
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
。
第
二
部
「
宗
教
法
制
を
め
ぐ
る
日
米
の
相
剋
」
は
、
占
領

初
期
昭
和
２０
年
１２
月
に
出
さ
れ
た
宗
教
法
人
令
、
占
領
末
期
（
２６
年
４
月
）
の
宗
教
法
人
法
の

制
定
公
布
に
至
る
、
三
者
の
折
衝
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
占
領
期
の
宗
教
政
策
を
明

─ １ ─



ら
か
に
す
る
。
第
三
部
「
宗
教
政
策
の
展
開
と
諸
制
度
の
改
革
」
は
、
宗
教
政
策
が
宗
教
の
み

で
な
く
、
町
内
会
制
度
や
国
有
財
産
処
分
、
祝
祭
日
な
ど
多
様
な
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

序
章
で
は
研
究
史
を
検
討
し
つ
つ
、
戦
後
の
宗
教
政
策
は
、
神
道
指
令
、
宗
教
法
人
令
、
日

本
国
憲
法
の
三
者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
は
宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人

法
の
研
究
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
三
者
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
つ
つ
展
開
し

て
い
く
か
を
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
宗
教
政
策
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ＝

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
に
よ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に
近
年
所
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
ウ
ッ
ダ
ー
ド
文
書
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
両
文
書
に
よ
り
、
宗
教
政
策
を
担
っ
た

組
織
と
人
物
、
宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人
法
制
定
に
至
る
経
過
、
宗
教
政
策
が
他
分
野
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
っ
た
課
題
を
解
明
す
る
、
と
す
る
。

第
一
章
「
民
間
情
報
局
『
宗
教
課
』
の
組
織
と
人
事
」
で
は
、
従
来
の
占
領
史
研
究
で
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
の
組
織
と
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
取
り
上
げ
、
宗
教
政
策
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を
展
開
し
た
組
織
と
人
物
を
明
ら
か
に
す
る
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
顧
問
・
専
門
家
・
事
務

担
当
の
三
層
、
顧
問
や
専
門
家
は
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
・
神
道
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
彼

ら
が
改
革
指
導
者
（
米
国
人
）
と
被
占
領
者
（
日
本
人
）
の
間
に
立
ち
、
日
本
の
宗
教
事
情
に

暗
か
っ
た
占
領
軍
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
情
報
提
供
を
行
い
、
日
本
人
に
対
し
て
は
占
領
軍
の
意

図
を
伝
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
章
「
Ｗ
・
Ｐ
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
研
究
と
そ
の
課
題
」
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
ウ
ッ
ダ
ー
ド
文
書
に
よ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
宗
教
政
策
を
検
証
す
る
。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は

戦
前
、
組
合
派
の
宣
教
師
と
し
て
日
本
・
朝
鮮
で
活
動
し
、
昭
和
２０
年
１０
月
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
来
日
し
、
帰
国
後
米
国
の
大
学
で
教
鞭
を
取
り
、
１
９
７
２
年
に“T

he
A

llied

O
ccupation

of
Japan

1945−
1952

and
Japanese

R
eligions”

を
あ
ら
わ
し
た
。
こ

の
著
作
は
阿
部
美
哉
（
元
國
學
院
大
學
学
長
）
に
よ
り
『
天
皇
と
神
道
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、

１
９
８
８
年
）
と
し
て
翻
訳
・
出
版
さ
れ
、
日
本
の
宗
教
界
・
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

一
方
、
い
く
つ
か
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
論
者
は
、
同
文
書
に
残
さ
れ
た
草
稿
や
削
除
部
分
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な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
国
家
神
道
観
、
昭
和
２１
年
の
元
旦
詔
書
、
い

わ
ゆ
る
人
間
宣
言
発
出
に
至
る
経
過
を
詳
細
に
検
討
す
る
。

第
三
章
「
岸
本
英
夫
と
占
領
政
策
」
で
は
、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
文
書
の
中
に
残
さ
れ
て
い
た
、
東

京
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
助
教
授
で
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
顧
問
と
な
っ
た
岸
本
の
昭
和
２０
年
の
日
記

（
複
製
）
を
検
討
す
る
。
日
記
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
よ
う
に
日
本
の
宗
教
事
情
を

理
解
し
、
神
道
観
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
神
道
指
令
中
の
「
国
体
」
の
用
語
の
位
置
づ
け
、

教
育
勅
語
の
無
効
化
に
際
し
て
の
岸
本
の
重
要
な
役
割
を
指
摘
し
、
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も

岸
本
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

第
四
章
「
宗
教
法
人
令
の
起
草
（
占
領
初
期
）」
で
は
、
宗
教
団
体
法
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
と
し
て
制
定
・
公
布
さ
れ
た
法
人
令
の
起
草
過
程
と
そ
の
特
質
を
論
じ
る
。

団
体
法
は
、
信
仰
の
自
由
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
廃
止
す
べ
き
悪
法
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。

文
部
省
宗
務
課
は
宗
教
団
体
法
を
廃
止
す
る
一
方
、
そ
の
条
文
の
い
く
つ
か
を
残
し
、
そ
の
の

ち
に
法
人
法
制
定
を
考
え
て
い
た
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
そ
れ
を
団
体
法
の
継
続
と
し
て
批
判
し
、
勅
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令
の
形
式
に
よ
っ
て
法
人
令
を
公
布
し
、
そ
れ
を
待
っ
て
団
体
法
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
、

宗
務
課
が
各
宗
教
指
導
者
の
参
加
を
得
て
草
案
作
成
を
行
っ
た
。
当
初
は
認
可
主
義
が
採
用
さ

れ
て
い
た
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
批
判
に
よ
り
宗
教
に
対
す
る
行
政
の
権
限
を
な
く
し
た
も
の
と
な
っ

た
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
宗
教
団
体
に
関
す
る
特
別
な
立
法
は
不
要
で
あ
り
、
行
政
と
宗
教
団
体
の
完
全

な
分
離
を
主
張
し
て
い
た
が
、
宗
務
課
や
キ
リ
ス
ト
教
を
含
む
日
本
の
宗
教
団
体
は
行
政
に
よ

る
認
可
を
必
要
と
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
主
張
す
る
極
端
な
自
由
主
義
に
は
反
対
し
、
両
者
の
信
教
の

自
由
に
関
す
る
考
え
方
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
す
る
。

法
人
令
施
行
直
後
か
ら
改
正
へ
の
動
き
が
生
じ
、
昭
和
２６
年
４
月
に
法
人
法
が
制
定
施
行
さ

れ
る
。
こ
の
五
年
に
わ
た
る
期
間
を
論
者
は
四
期
に
分
け
、
昭
和
２４
年
１
月
ま
で
の
期
間
を

「
模
索
期
」「
萌
芽
期
」
と
し
て
第
五
章
「
宗
教
法
人
令
の
改
正
（
占
領
前
期
）」
に
お
い
て
扱

う
。
特
典
を
目
的
と
す
る
宗
教
団
体
の
濫
立
や
教
団
内
の
争
い
に
よ
る
分
離
な
ど
、
法
人
令
に

よ
っ
て
生
じ
た
問
題
を
、
新
任
課
長
福
田
繁
は
、
宗
教
法
人
か
ら
の
脱
退
や
財
産
処
分
に
は
宗

派
主
管
者
の
承
認
を
必
要
と
す
る
な
ど
法
人
令
の
解
釈
の
変
更
に
よ
り
防
止
し
よ
う
と
し
た
。
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し
か
し
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
福
田
は
法
人
令
そ
の
も
の
の
改
正
を
計
画
し

た
。
こ
う
し
た
動
き
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
文
部
省
宗
務
課
へ
の
不
信
感
を
高
め
、
課
長
が
交
代
し
、
課

の
存
続
自
体
も
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
至
っ
た
。
２３
年
１２
月
に
は
、
宗
務
課
に
よ
り
、
認
証
主
義

に
基
づ
く
法
案
が
作
成
さ
れ
る
が
、
な
お
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
認
識
の
差
は
大
き
か
っ
た
。

第
六
章
「
宗
教
法
人
法
の
制
定
（
占
領
後
期
）」
で
は
、
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
完
成

期
を
対
象
と
す
る
。
論
者
は
、
宗
務
課
と
宗
教
界
側
の
意
見
の
類
似
性
、
両
者
と
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の

相
違
を
強
調
す
る
。
宗
教
法
人
に
対
す
る
免
税
な
ど
特
典
授
与
の
根
拠
、
法
人
格
の
適
用
対
象

な
ど
を
巡
っ
て
双
方
の
相
違
は
大
き
か
っ
た
が
、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
強
い
勧
告
に
よ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
法
案
が
作
成
さ
れ
る
。
法
律
の
目
的
や
認
証
手
続
き
な
ど
に
お
い
て
Ｃ

Ｉ
Ｅ
の
主
張
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
宗
務
課
、
宗
教
界
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
三
者
の
対
立
と
妥

協
の
産
物
で
あ
り
、
痛
み
分
け
で
あ
っ
た
と
す
る
。

第
七
章
「
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
展
開
」
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
宗
教
政
策
の
基
本

理
念
が
、
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
検
討
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
投
書
や
郵
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便
検
閲
、
地
方
行
政
組
織
か
ら
上
が
っ
て
く
る
情
報
な
ど
に
よ
り
、
神
社
へ
の
公
的
支
援
が
広

範
に
行
わ
れ
、地
方
行
政
担
当
者
や
警
察
の
政
教
分
離
な
ど
に
関
す
る
認
識
を
把
握
す
る
中
で
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
そ
の
宗
教
政
策
の
実
施
を
よ
り
強
化
し
、
町
内
会
の
解
体
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
表
面
上
の
変
化
は
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
地
域
と
神
社
の
関
係
が
急
激
に
変
化
し

た
の
で
は
な
く
、
高
度
成
長
の
中
で
変
化
し
、
世
代
間
に
よ
る
占
領
政
策
の
受
け
止
め
方
に
差

異
が
あ
る
と
す
る
。

第
八
章
「
社
寺
国
有
地
の
処
分
」
は
、
昭
和
一
四
年
に
着
手
さ
れ
な
が
ら
も
、
戦
争
の
た
め

に
中
断
し
て
い
た
社
寺
国
有
地
処
分
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
復
活
・
実
現
し
た
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
占
領
軍
は
こ
の
問
題
を
承
知
し
て
お
ら
ず
、
日
本
側
の
主
動
に
よ
っ
て
協
議
が
開
始
さ

れ
る
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
、
保
管
林
制
度
の
廃
止
、
転
売
禁
止
、
軍
国
神
社
へ
の
適
用
禁
止
な
ど
を

求
め
、
二
二
年
二
月
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
に
両
者
は
合
意
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
の
Ｇ
Ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
憲
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
反
対
す
る
が
、
宗
教
課
課
長
バ
ン
ス

は
信
教
の
自
由
を
確
立
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
政
教
分
離
が
あ
る
と
い
う
論
理
で
説
得
し
て
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い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
九
章
「
祝
祭
日
の
改
革
」
で
は
、「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
が
ど
の
よ
う
な
過
程

で
制
定
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
当
初
、
祝
祭
日
の
改
革
に
慎
重
で
あ
っ
た
が
、

二
二
年
六
月
こ
ろ
か
ら
検
討
し
、
バ
ン
ス
は
、
超
国
家
主
義
思
想
の
排
除
・
政
教
分
離
の
徹
底

・
皇
室
祭
祀
と
の
切
断
な
ど
の
方
針
を
示
す
。
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
政
令
で
は
な
く
国

会
審
議
を
経
る
こ
と
と
し
、
衆
議
院
・
参
議
院
双
方
に
お
い
て
原
案
が
作
成
さ
れ
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と

参
議
院
は
紀
元
節
を
除
く
な
ど
占
領
政
策
の
徹
底
を
図
る
方
針
で
法
案
を
作
成
し
た
が
、
国
民

世
論
や
衆
議
院
は
従
来
の
祝
祭
日
を
支
持
す
る
と
い
う
対
立
が
生
じ
た
。
一
方
Ｇ
Ｓ
は
、
占
領

政
策
の
転
換
の
中
で
極
端
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
意
向
が
強

く
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
戦
後
日
本
社
会
の
在
り
方
を
強
く
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（＝

Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
宗
教
政
策
、
即
ち
政
教
分
離
と
信
教
の
自
由
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ

の
担
当
部
局
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
と
文
部
省
宗
務
課
、
日
本
の
宗
教
界
と
い
う
三
者
の
交
渉

過
程
を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
、
ス
タ
ッ
フ
の
個
人
文
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
宗
教
に
関
わ
る
諸
問
題
は
、
日
本
国
憲
法
、
神
道
指
令
、
宗
教

法
人
令
・
宗
教
法
人
法
の
三
者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
研
究
の
不
十
分
な
宗
教
法

人
令
・
宗
教
法
人
法
の
成
立
過
程
と
、
占
領
期
に
具
体
化
・
実
現
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
政
策

の
実
施
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
政
策
の
形
成
と
社
会
へ
の
浸
透
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

こ
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
米
国
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
日
本
の
国
会
図
書

館
に
お
い
て
も
閲
覧
可
能
に
な
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
中
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
の
会
議
録
や
担
当
者
研
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究
を
丹
念
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
課
長
の
バ
ン

ス
と
並
ん
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
宗
教
政
策
の
実
質
的
担
当
者
で
あ
っ
た
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
文
書
も
精
査
す
る

こ
と
に
よ
り
、
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
過
や
事
実
を
明
確
に
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
と
文
部

省
宗
務
課
、
さ
ら
に
日
本
の
宗
教
界
が
ど
の
よ
う
な
折
衝
を
経
て
戦
後
の
宗
教
政
策
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
一
章
で
は
、
宗
教
政
策
を
担
当
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
の
米
国
人
ス
タ
ッ
フ
と
そ
れ
を
支
え

る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
全
体
像
を
示
し
、
特
に
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
に
注
目
し
、
宗
教
法

人
法
の
制
定
過
程
で
は
彼
ら
が
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
宗
教
界
の
連
絡
調
整
に
当
た
り
、
具
体
的
な
法
案
を

提
示
す
る
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
祝
祭
日
の
改
革
な
ど

に
際
し
て
も
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
認
識
形
成
に
寄
与
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
章
は
、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
文
書
の
本
格
的
な
分
析
で
あ
る
。
葦
津
珍
彦
氏
や
大
原
康
男
氏
ら

か
ら
著
書
に
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
に
対
す
る
回
答
を
見
つ
け
る
た
め
、
草
稿
と
正
本
を
比
較
検
討

し
つ
つ
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
国
家
神
道
観
と
国
体
観
を
検
討
し
て
い
る
。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
国
家
神
道

─ １０ ─



観
・
国
体
観
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
が
、
そ
れ
が
戦
後
日
本
の
国
家
神
道
や
国
体
に
関
す
る

議
論
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
の
論
究
が
ほ
し
か
っ
た
。
ま
た
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
著
書
に

対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
に
対
し
て
、
ク
リ
ア
ー
な
回
答
は
不
可
能
な
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
と

一
歩
踏
み
込
ん
だ
解
釈
、
叙
述
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
章
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
顧
問
だ
っ
た
岸
本
英
夫
の
日
記
に
よ
り
、
岸
本
の
活
動
・
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
。
日
記
は
簡
単
な
記
述
で
あ
る
が
、
彼
の
重
要
な
役
割
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

第
二
部
の
三
章
で
は
、
宗
教
団
体
法
に
代
わ
っ
て
公
布
・
施
行
さ
れ
た
宗
教
法
人
令
・
宗
教

法
人
法
の
立
案
・
公
布
に
至
る
経
緯
を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
よ
り
丹
念
に
検
討
し
た
。
政
教
分
離

・
信
教
の
自
由
に
関
す
る
厳
格
な
規
定
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
宗
教
法
人
令
の
起
草
過
程
と
団

体
法
の
廃
止
過
程
が
緻
密
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
文
部
省
宗
務
課
は
自
由
化
さ
れ
た
法
人

令
の
規
定
に
よ
っ
て
発
生
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
条
文
解
釈
の
変
更
や
新
法
の
制
定
を

構
想
す
る
が
、
そ
の
過
程
で
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
相
違
が
明
ら
か
に
な
る
。
法
人
法
立
案
に
参
画
し
た

日
本
宗
教
界
の
代
表
は
宗
務
課
と
同
様
、
宗
教
法
人
に
対
す
る
特
別
立
法
、
行
政
の
一
定
の
関
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与
・
保
護
を
求
め
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
認
識
の
「
ズ
レ
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
よ
り
、
法
人
令
・
法
人
法
の
作
成
・
公
布
に
至
る
経
過
を
、
行
政
・
宗
教
界

な
ど
日
本
側
の
主
張
と
Ｃ
Ｉ
Ｅ
側
の
認
識
・
主
張
を
緻
密
に
跡
付
け
て
明
ら
か
に
し
た
点
、
そ

れ
に
よ
っ
て
双
方
の
宗
教
観
の
相
違
・
ズ
レ
を
剔
出
し
た
こ
と
は
本
論
文
の
大
き
な
成
果
で
あ

る
。第

七
章
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
宗
教
政
策
の
重
要
な
原
則
の
一
つ
で
あ
る
宗
教
と
国
家
・
行
政
と
の
完

全
な
分
離
が
、
地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
・
役
場
文
書
な
ど

に
よ
っ
て
追
跡
し
、
比
較
的
早
く
表
面
上
は
変
化
す
る
が
、
完
全
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
後
の
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
域
と
神
社
の
関
係
が
変
わ
る
と
す
る
。
的
確
な
分
析
と

指
摘
で
あ
る
。

第
八
章
は
、
戦
前
の
社
会
が
積
み
残
し
て
い
た
社
寺
国
有
地
の
処
分
と
い
う
問
題
を
、
国
家

と
宗
教
の
関
係
が
大
き
く
変
わ
っ
た
占
領
期
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
重
要
な

論
点
を
含
ん
だ
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
宗
教
課
課
長
バ
ン
ス
な
ど
の
認
識
の
変
化
、
Ｇ
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Ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
認
識
の
違
い
な
ど
も
興
味
深
く
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
第
九
章

は
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
祝
祭
日
の
改
定
と
い
う
問
題
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
ど
の
よ
う

に
し
て
着
手
し
、日
本
の
政
府
お
よ
び
衆
参
両
院
が
ど
う
対
応
し
た
か
を
緻
密
に
明
ら
か
に
し
、

占
領
政
策
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
八
・
九
章
は
、
宗
教
と
行
政
・
政
治
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
問
題
に
対
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
ど

う
対
処
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
部
分
で
あ
る
。
問
題
や
国
情
に
精
通
し
て
い
な
か
っ
た
Ｃ
Ｉ

Ｅ
が
、
認
識
を
形
成
し
て
ゆ
く
過
程
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。
し
か
し

叙
述
に
よ
る
限
り
、
課
長
バ
ン
ス
の
理
解
や
考
え
と
さ
れ
、
宗
教
課
の
合
意
形
成
、
さ
ら
に
は

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
・
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
決
定
と
な
っ
て
ゆ
く
の
か
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
な
い
。

本
論
文
は
、
現
在
に
も
か
か
わ
る
、
宗
教
と
国
家
・
行
政
の
関
係
、
信
教
の
自
由
と
い
う
問

題
の
基
本
が
形
成
さ
れ
た
占
領
期
の
、
宗
教
法
人
法
の
制
定
、
宗
教
と
行
政
に
か
か
わ
る
具
体

的
な
諸
問
題
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
組
織
・
個
人
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
文
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書
と
い
う
最
も
基
本
的
に
し
て
重
要
な
史
料
に
基
づ
い
て
緻
密
に
論
証
し
、
取
り
上
げ
た
分
野

・
課
題
に
関
す
る
従
来
の
研
究
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

た
だ
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
点
で
、
あ
と
一
歩
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
望
ま
れ

る
論
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。日
本
側
と
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
、

そ
の
相
違
が
何
に
基
づ
く
の
か
、
さ
ら
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
よ
り

深
い
、
広
い
議
論
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
部
省
宗
務
課
な
ど
日
本
側
官
僚
の
分
析
が
不
十

分
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
さ
れ
れ
ば
、
戦
後
の
宗
教
政
策
に
関
す
る
、
よ
り
深
い
理
解
が
可
能
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
史
料
の
忠
実
な
翻
訳
な
の
か
論
者
の
要
約
な
の
か
が
不
明

な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
外
国
語
史
料
を
使
う
際
の
一
般
的
な
問
題
で
も
あ
る
が
、
誤
解
を
招
か

な
い
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
て
い
る
が
、
占
領
期
宗
教
政
策
の
形
成
と
実
施
過
程

に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
と
し
て
、
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
清
水
節
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
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る
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
五
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二
月
十
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日
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長
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